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第 13８回 茨城県支部役員会 議事録 

 

開催日時： 2023 年（令和 5 年）9 月 23 日（土） 10:30～12:35 

開催場所： ワークプラザ勝田 研修室(3) 

 

１． 幹事出席状況確認（□出席、■委任状提出） 

□高橋 正衛支部長，□縣 邦雄, □ 飯泉 紀子，□石田 正浩，□海老根 昭司，□大脇 隆志, 

■大橋 守，■小林 守，■早乙女 弘，□佐藤 美律子，■鈴木 博之，□土田 亮二, □寺本 和義， 

■堂本 隆，■富田 和雄, □中村 啓夫, □濱口 幸雄，□深澤 敏章，□松井 透  

有効審議者数 19 名（内，委任状提出 6 名） 

《オブザーバ》 手島 久（会計），市毛 修（参与）,  広田 憲亮（Wi-SE 代表） 

  

２．議事概要 

（審議事項） 

(1) 「第137回茨城県支部役員会議事録(案)」の審議 （資料 138-1、中村幹事） 

・審議の結果、一部修正のうえ承認された。 

(2) Wi-SEチーム第5回見学・講演会開催案の審議 （資料 138-10、 広田Wi-SE代表） 

・11 月 25 日（土）実施予定の見学及び飛行機に関わる講演２件の計画案を説明。 

・支部役員会と重複するが、講師の都合とのことで了承した。 

・家族同伴で子供たちもいることから、安全と講演に支障のない配慮をすることにした。 

 (3) Teamsの課題対策について の審議(資料 138-3、濱口情報管理者) 

・Teams 課題対策で Google ドライブを使用するにあたっての規約・利用方法を説明された。 

・Teams 保管データは事務所 P Cに移行する。その方法は情報管理者と事務局で調整する。 

(4) 青少年科学の祭典 第 13 回ひたちなか大会計画案の審議 (資料 138-4、海老根事務局次長) 

・準備状況を説明し、スタッフ募集の同報メール案が了解された。 

・県南委員会でも実施経験あり、そのノウハウも受け継ぎ対応することになった。 

・イベント用ジャケット等が不足気味なので新規制作することが承認された。 

(5) 第１８回技術士テーマ毎CPD見学講座（研修）開催案の審議 (資料 138-5、寺本研修副委員長) 

・11 月 21 日（火）バイオパワー勝田 木質バイオマス発電所となった。訪問先の都合で平日となる。 

・今年度にもう１件の構想が説明された。訪問先含めて実行可否を検討中。 

(6) 2024年新年講演会講演者提案の審議（資料 138-6、松井副支部長） 

・茨大理学部長には「チバニアン」に加えて茨城の地層の話も盛り込むよう依頼する。 

・霞ヶ浦環境科学センター副センター長には世界湖沼会議でお世話になったこともあり打診する。 

 (7) 環境・防災支援プロジェクト 見学会の計画案審議（資料 138-11、手島環境・防災支援 Pj リーダ） 

・関東支部間の交流事業として栃木県支部と合同で自然災害に関する見学会を計画中。 

・見学先は電力中央研究所塩原実験場での世界最大の雷実験施設、及び電源開発（株）沼原

水力発電所を予定。 

・年内の計画だったが、年内は行事が多いので年度内とすることで調整していくものとする。 

 

（報告事項） 

(1) 創立 10周年記念大会の開催報告 （資料 138-3、海老根事務局次長） 
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・7 月 28 日（土）クリスタルパレスで実施。参加人数や収支を含めて報告した。 

・本部補助もあり今回の収支と合わせて、今後の計画に考慮していくことにした。 

・事務局から受付や司会に対する準備に不備があったことの反省が述べられた。 

(2) 茨城大学への技術士制度の普及啓発活動について（資料 138-6、松井副支部長） 

・茨大理学部長から JABEE 認定への協力依頼に対しては農学部等を含め仕組み作りをする。 

 (3) 県南委員会の至近の活動報告 （資料 138-7,7-1、中村県南委員長） 

下記の活動報告があった。 

・7 月 28 日（金）、29 日（土）、8 月 25 日（金）、26 日（土）:つくば市の北条大池のカメ調査（補

助金を利用した外来生物調査）を実施。延べ 34名の参加者があった。昨年より 10匹多い

計６２匹の捕獲があった。 

・8 月 27 日（日）：霞ヶ浦環境科学センターで「水のよごれをきれいにしてみよう」＆「アカミミガメ

調査報告」をテーマに来場者（小学生および保護者）で約 200人の盛況であった。 

・9 月 16 日（土）：新治地区公民館チャレンジクラブで小学 4～6 年生対象に「ポンポン船」実

施。 

また、今後の計画として下記予定の報告があった。 

・10 月 7 日（土）：第 18 回土浦市環境展」に出展。 

・10 月、11 月各金曜日（計 5 回）：「令和 5 年度 現代的課題対策講座」に講師派遣。 

(4) いばらき IoT コ・ラボ勉強会（第 17 回）実施報告 （資料 138-8、大脇 IoT推進支援プロジェクト長） 

・9 月 9 日（土） ：名古屋工業大学ものづくり DX研究所プロジェクト教授 中野 利彦氏を講師

に招き、参加者合計 17 名で「製造業DX とセキュリティ対策」について学んだ。 

・新しくなった水戸市民会館で実施。設備が充実していて良かったが、駐車場無に難点を感じた。 

(5) 第 51 回技術士CPD講座の実施報告 （資料 138-9、土田研修委員長） 

・9 月 16 日（土）オンラインで「生成系 AI（ChatGPT）について」の講演２件を実施。 

オンラインの強みで沖縄から北海道までの受講者があり、計６３名と好評だった。 

 

３．事務局連絡、その他 

 ・次回役員会：10月28日(土) 14:00～、 ワークプラザ勝田 研修室(３) 

 

※配付資料 

（資料 138-1） 第137回茨城県支部役員会議事録(案) 

（資料 138-2） 公益社団法人日本技術士会茨城県支部 創立10周年記念大会の開催報告 

（資料 138-3） Teamsの課題対策について 

（資料 138-4） 青少年科学の祭典 第13回ひたちなか大会計画案 

（資料 138-5） 第18回技術士テーマ毎CPD見学講座（研修）開催のご案内 

（資料 138-6) 2024年新年講演会講演者提案 

（資料 138-7) 霞ヶ浦ECOフェスティバル実施報告、他３件 

（資料 138-8) いばらきIoTコ・ラボ勉強会（第17回）実施報告 

（資料 138-9) 第51回技術士CPD講座実施報告書 

（資料 138-10) 茨城県支部若手技術者(Wi-SE)チーム 第5回見学・講演会開催のご案内（案） 

（資料 138-11) 公益社団法人日本技術士会茨城県支部 見学会開催のご案内 

             以上 

           (海老根 昭司)記 
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議事録署名人（署名捺印） 

 

支 部 長 高橋 正衛   印 

議事録署名人 大脇  隆志   印 

議事録署名人 佐藤 美律子   印 

 


